






























































































































































































































































































































































































































































































































































































9 日 本 雹 異 記 ヽ士 巻 第 三 の 話 で は
、次のよう
に 描 写 さ
れて
い る 。
n 會 9 ム




。 時 氏霞鵡 る 。 即 ち 恐 り 驚

















伏 し た と い う こ
と
は 、 明 ら か
に 富 に 対 す る 金 の 杖
(11
鋤 ） の 優 位 性 を 物 語 る も の で あ
り、鋤と
いう象徴物に現われた
蛇 神 の 雷 神 に 対 す る
優位
性 を
示 す も の で あ る 。
このr日本霊異記ヽ4巻第三の話の、金の杖と雷との
関 係 の 描 写 は 、 同 じ 『 日 本 霊 異 記 L の 上 巻 第 一 の 「 雷 を捉 ふ る 縁 」 の 話 の 、 屁巧寧 と 雷 神 と の 関 係 の 描 写 と 酷 似す る
。




の 命 令 を 受 け た 栖 軽 が 、
緋の穫を額に著け
、赤き幡梓を撃げて、蛭の諸越5町に
至 り 、 「 雷 神 と
雖 も 、 何 の 故 に か 天 皇 の 請 け を 聞 か 不 ら
む 」 と 叫 び 、 走 り 罷 る 時 に 、 豊 浦 寺 と 飯 岡 と
の間に雷が
落 ら た と い う の も 、 穫 ・ 梓 の 宙 に 対 す る 優 位 性 を 示 す もの で あ る 。 穫 は 、 r 蛇
ー 日 本 の 蛇 信 仰 L （ 吉 野 裕 子 著 ）
に
















蛇 の ト グ ロ を 巻 い た 姿 の
象 徴 で あ








鋤 柄 は 、 r 時 代 別 因 語 大 辞 典
LICよると
、 「すきの柄。















特 殊 例 — 梶 （ 解 字 法 に よ る ）
と あ る が 、 か し の 木 も蛇に見たてられ た の で は な い か 。
『 蛇 — 日 本 の 信 仰 ト に 掲 げ ら れ て い る 「蛇巷き」と
い う奈 良 県 磯 城 郡 東 村 大 字 鍵 の 原 始 的
神巾を見ると、樫
の 木 で 作られた鋤・鍬など の 道 具 が蛇信仰の重要なモ チ
蛇









かしは り を と め白樗原童女
と 歌 わ れ て い る 。 御 諸 は 、 三 輪 の 社 で あ る 。 後 に 示 す が 、
し
＾～ 
三輪 山 の 神
は 蛇 神 で あ る から、この歌謡 は 、 蛇 神 と 白 樗
との
関 連 を 暗 示 す る も の で あ ろ う 。
そ し て 、 か し の 木 は 、 古 代 で は 非 常 に 重 要 視 さ れ 、 神
木的なものであったのではないかと思われる。
蛇に見たてら れ た 植 物 一 覧 ( 9蛇ー日本の蛇 侶 仰 品m
収 ） に よ る と 、
蒲 葵 · 椋 椙 ・ 横 榔
静 態 ー斗 棉 （ 竹 柏 ） ・ 黄 心 樹 ・ 朴 木
（ 男 根 状 ）




































































































































































































































































































































































































































































雷 は 蛇 か ら 生 ま れ る と い う 話 に も ど そ う 。
『古
事 記 t に お い て 、
伊邪那美神は、
大 八 島 國 を 産 ん
だあと、
さまざまな神を生むが、
火 之 迦 具 土 神 を 生 ん だ
時に火傷を負って死ぬ。
そして、
伊 邪 那 岐 神 が 、
十 拳 剣




ま れ た の が 、
石 折 神 ・ 根 折
神であり、
次 に 刀 の 本 に つ い た 血 が 湯 津 石 村 に 走 り 就 い
て 生 ま れ た
神が、
建 御 雷 之 男 神 で あ ろ と い う こ と が 害 か
れている。




た 血 が 、
湯 津 石 村
^ 
を も つ 火 遠 理 命 が 、











長 い 間 、
復 命 し て こ な い の
で 、
雉を菟原中国に遣わす話がある。
命 令 を 受 け た 雉 は 、
高天原から苺原中国に降りて来て、
天 若 日 子 の 住 む 家 の
門にあろ神聖な桂の木の上にとまろ。
こ の 雉 は 、 字 か ら
も推測できるが、

















・ 根 折 神 ・ 建 御 雷 之 男 神 は 、
細 と し て 具 現 さ れ た 蛇 か ら
生まれ、
その蛇の威力を根本にそなえていろものである
と 捉 え る こ と が で き ろ 。
建 御 雷 神 が 、
出 雲 の 伊 那 佐 の 小
浜に降り、
十掬姻を抜いて、
柄 の 方 を 浪 の 穂 に 刺 し 立 て 、
その細の先にあぐらをかいて坐り、
大 国 主 神 と 交 渉 し 、
出雲の神々を征服すろという話も、
建 御 雷 神 と い う 雷 神
が 、
蛇の象徴物としての効の威
力 を 兼 ね そ な え て い た か
ら で あ ろ 。
ま た 、
建 御 雷 神 の 親 が 、
伊都
之 尾 羽 張 神 で あ
り、
この神は、
伊 邪 那 岐 命 が 、





の 象 徴 と し て
の 太 刀 の 神 で あ ろ 伊 都 之 尾 羽 張 神 か ら
生ま
れ た と 解 す る
ことができろ。
そ し て 、
こ
の蛇神としての伊都之尾羽張
神 が 、 天 の 安 河 の 水 を 逆 に 塞 き あ げ て 道 を ふ さ い で い るということは、
先 に 掲 げ た 道 場 法 師 の 話 や 大 井 子 の 話 と
共通性をもつ。
すなわち、





L 雄 略 天 皇 七 年 秋 七 月 の 記 事 や 、
こ の r
古
事 記 L の 話 は 、
雷 神 が 、
蛇神から生まれるものであると
いうことを示すものであり、
雷 神 に 対 す る 蛇 神 の 侵 位 性
を明らかにすろものである。
-49-
『日
本書紀し推古天皇二十六年の、
河辺臣が安芸国で
t
舶を造ろために、
木を切ろうとすると、
その木が露震の
木であって、
落ちかかる雷を朗を案じて威嚇すろと、
雷
危
は小さい魚の姿になって木の枝に落ちた話や、『
大鏡し
の、
菅原道真が雷になって清涼殿に落ちかかった時、
本
院のおとどが太刀 抜きかけ
て、
院みつけて一度は鎮ま
らせた話などはへ雷に対する蛇の象徴物としての細の優勢を物語ろものであり、
それは、
すなわち、
雷神に対す
ろ蛇神の優位性を示すもの る。
研究室受贈図書雑誌目録ー
（昭和五十四年一月1五十五年一月）
学）
-50-
れていろことなど、
御教示にあずかれば幸いであろ。
（本学教授
赤羽
単行本
東北大学所蔵和漠害古典分類目録・和書下（東北大学附
閥図書館）
中国字書史の研究（福田襄之介）日本昔話通観
第一九巻
蛇神と雷神は、
農耕と密接に結ぴついた存在であるが、
道中袖鏡の東海道（赤羽根秀一
）
雷神は、
蛇神から生まれ、
蛇神は雷神に対して優位性を
雑誌•紀要
もっていろのであろ。
そして、
農耕において水を支配す
愛文
第十五号（愛媛大）
ろのは、
まさしくこの蛇神なのであ
る。
青山語
第九号（青山学院大）
附記
訓読引用はすぺて日本古典文学大系所収本によ
跡見学園短期大学紀要
第十五集
ろ。
（本学国文科三年在学）
宇部国文研究
第十号（宇部短大）
本論は、
蛇神と雷神の関係に触れ、
蛇神は雷神より優
愛媛国文と教育
第十号（愛媛大）
位に立つことを証明したものであ
る。
こうし
た
テーマは、
大阪樟蔭女子大 論集
第
十
六号
既に先学の説く所で、
事新しい問題ではないが、
さまざ
大妻国文
第十号（大妻女子大）
まな説話を―つ
の見地か
ら関連づけ、
直接物に触れて図
各地方言親族語彙の言語
社会学的研究①（国
立国語研
を考えろなどの工夫が見られろ。
考えは単純素朴である
究室）
が、
将来が期待される。
足らぬ所あろいは、
既に述べら
学芸紀要
第二十八巻（徳島大学教育学部
